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スプレイギクは摘薔,摘芽をほとんど行わず省力的に切

花生産でき,生育が早く,水あげ花もちのよい品種が多く,

また,色彩が豊富でバラやカーネーションなどと同様に洋

花として利用でき,生活様式が洋風化している現在では和

ギクとは違つた切花として注目をあつめている。

この

^′
レイギクの電照適応性を明らかにするとともに,

本県におけるスプレイギタの暮れ出し電照栽培技術の資と

する目的で,品種別に生育,開花等の特性について検討し

たので結果を報告する。
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1 試 験 方 法

供試品種 : ピンクマープル他 16品種。

供試条件 : 表 1の通り

表 : 供試 条件

耕種概要 : さし芽時期 7月 4日 ,定植 8月 4日 ,摘心

8月 14日 ,栽植距離25X16“ (ペ ット幅 lπ ),施肥量(a

当り)基肥 ; 堆EE 250り ,硫加燐安12号 12り ,熔燐 7り ,

菜種粕 4切,FTE03り,追肥 ; NK化威23号 15り。

2 結果および考察

1 採花時期
採花期についてみると(図 1),マ ープル系, ドラマチ

ックはA-5(9/"打 切り5℃ )で 11月 下旬,B-5(9/
30打切り5℃ )で 12月 上旬,B-10(9/30才丁切り10℃ )

で12月 上旬,C-10(10/10打 切り10℃ )で 12月 下旬であ
つた。

スーパー系,ホ ーワ,ア グロー,レ ッドネロ,ホマ F2は

A-5(9/20打切り5℃ )で 11月 下旬, B-5(9/30打
切り5℃ )で 12月 中旬,B-10(9/30打切り10℃ )で 12

月上中旬,C-10(10/10打切り10℃ )で 1月 上旬とな

図 : 採花時期

り,マ ープル系やドラマチッタより5～10日 程度の遅れで

あつた。

トウキョウ系はA-5(9/20打 切り 5℃ )で 11月 下旬
～12月 上旬,B-5(9/30打 切り5℃ )で 12月 下旬とな
り前記の各品種より20～ 25日程度遅れた。B-10(9/30

打切り10℃ )では12月 中旬で,B-5と 電照打切り時期が
同じにもかかわらず10日程度早まった。 0-10(10/10打

切り10℃ )では 1月 上中旬であった。

2 切花長と分枝発生位置
切花長と分枝発生位置についてみたのが図 2である。

マープル系の切花長は特に長く, しかも電照打切り時期

が遅れるほど明らかに大きくなつた。分枝は,いずれも中

間部から発生しており,電照打切り時期によるちがいはほ

とんどなかつた。

スーパー系, トウキョウ系,ホマロ, ドラマチックの切

花長は,A-5(9/20打 切り5℃ )で 100"程度, その

他の電照打切り時期では 120"程度であつた。分枝発生位

置は比較的高く(上から%程度),しかも電照打切り時期

が遅れるほど高くなる傾向を示した。

アグロー,.ホ ーワ, レッドネロの切花長は,A-5(9/211

打切り5℃ )で90‐程度,その他は 120～ 130“魯度であ

8月 15日 ～ 9月 21日

8月 15日 ～ 9月 3tl日

最低気温

10℃

8月 15日 ～ 9月 30日

8月 15日 ～10月 10日



-154- 東 北 農 業 研 究 第 25号 (1979)

切
花
長
　
分
枝
発
生
位
置

度,開張性も15“程度で電照打切り時期による差はほとん

どなかつた。

アグロー,レ ッドネロ,ホーフでは,分枝長,開張性とも

電照打切り時期に関係なく5～ 10“で極端に小さかつた。

4 分枝数と花数
図4にみられるように,マ ーブル系, ドラマチックの分

枝数は7～ 4本で電照打切り時期が遅れるはど少なくなる

傾向を示した。全花数は, 10～ 13花で分枝1本当りの花

数は3～ 4花であつた。
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図 2 切花長と分枝発生位置

つた。分枝発生位置は非常に高く上から%程度であった。
3 分枝長と開張性
分枝長と開張性についてみると(図 3),マ ープル系で

は分枝長が 20～ 50“,開張性が 10～ 30"でいずれも電

照打切り時期が遅れるほど大きくなつた。
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図 3 分枝長と開張性

スーパー系の分枝長は 18～ 10“で,電照打切り時期が

遅れるはど小さいなる傾向がみられた。開張性は,打切り

時期に関係なく10～ 15"程度であった。

トウキョウ系, ドラマチ″′,ホマロの分枝長は20“程
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図 4 全花数と分枝致

スーパー系の分枝数は,A-5(9/20打 切り5℃ )で
15本であつたのに対し, 9/30以後の打切りでは 5～ 7本

と激減した。この品種は分枝 1本当り1花咲である。

トウキョウ系,ホマロ,ホ ーワ,ア グローなどの分枝数

は,早い電照打切り時期では10本程度であり,電照打切り

時期が遅れるにともなつて漸減した。これらの品種もスー

バー系と同様,分枝 1本当り1花咲であつた。

以上の結果,年末出しの電照打切り時期は,マ ーブル系

やドラマチッタでは10月 10日 頃,ト ウキヨウ系では10月 1日頃,

その他の品種ではll月 5日頃が適当であると思われる。

しかし,マ ープル系については,切花品質からみたさし

芽時期について検討する必要があると思われる。

スーパー系, トウキョウ系,ホマロなどの管咲き(スパ

イグー咲き )では,茎や分枝が軟弱なうえ花径が大きく頭

下りをおこす傾向があり,今後,施 EE量 ,栽植距離等につ

いて検討を要する。
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